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　　　　　　　　広報の話の前に・・・ 
前提：	

●１つのマーケットとしては異常に多い競合	

●私大の職員は国立の１／２～１／３程度？ 
　　（いずれにせよ省力化が必要） 

●東京理科大学は関東以北では強いものの、 
　　東海、関西、中四国では苦戦。	
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広報ターゲットの考え方と施策例	
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大学進学を	

意識している層	

小学生～	

　　　中学生	

広報ターゲットの意識（志願者対象広報を例に）	

「入試」という観点一つをとっても、対応すべき	
ターゲットはいくつかのレイヤーに分け、それぞれ	
に見合った広報が必要。	

受験生	

従来の大学の入試広報 ＝ 受験生の確保	
・入試広告（新聞連合広告、受験雑誌）	
・大学案内、パンフレットの充実	
・ホームページの充実	

しかしながら当時の理科大の現状は・・・	
　①関東圏の理工系受験生は相当数が理科大を受験している。（これ以上は上がらないだろう）	

　②指定校推薦等の枠はこれ以上広げると、入学者の学力が落ちる可能性が高い。	

理科大の受験生	

広告を充実しても受験生増は見込みにくい	
・受験生の母集団を増加させる	
・受験生一人当たりの出願を増加させる	

受験生	
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ターゲット別の施策の事例	

女子高校生向けの理工系分野進学支援	
　・科学のマドンナプロジェクト（H20：文科省,H21～24：JST）	

　・女子高校生のための理工系進路情報誌の創刊	

小・中学生向け科学イベントによる科学啓発	
　・サイエンス夢工房	
　・みらい研究室	
　・こどもの理科大学（みんなの理科大学）	

関東以外からの受験生の増加	
　・地方入試導入　および　地方での入試説明会	

　・地方における広告掲出	

広報ターゲットにあわせた施策	

受験生の選択肢の増加	
　・学部HP（統一したもの）のバージョンアップ 
　・研究室HPの充実	
　・進路診断システムの開発（たくさんの選択肢を見せる）	

理科大の受験生	

受験生	

大学への進学を	
意識している層	

小学生	
中学生	
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ターゲット別の施策の事例	

広報ターゲットにあわせた施策	

理科大の受験生	

受験生	

大学への進学を	
意識している層	

小学生	
中学生	

女子にもっと理工系に来てもらおう！！	

理科好きの子供を増やそう！！	

箱根の向こうからも受験生を！！	

併願をもっと増やそう！！	
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しかし、重要なのは、それぞれのターゲットにあった広告を掲出することではない。	
持続可能な形として、スキームをつくること。	

事例のご紹介	

女子にもっと理工系	
に来てもらおう！！	

理科好きの子供を	
増やそう！！	

併願をもっと	
増やそう！！	

女子高生向け 
理工系進路情報誌	

科学啓発イベント 
「こどもの理科大学」 
「みんなの理科大学」	

理工系進路診断 
「理科ナビ」	

施策の事例	

女子高生進路支援 
「マドンナプロジェクト」	

写真	
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理工系進路診断「理科ナビ」　：　当時の現状と課題	

理工系進路診断	
「理科ナビ」	

事例１	
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理科ナビ　：　当時の現状と課題	

●併願率が落ちている。 
●高校生に馴染みのない学科名の学科の広報がうまくいっていない。 
●似た名前の学科（例：化学、応用化学、工業化学）が理解されていないし、 
　　一部の学内関係者もうまく説明できていない。 
●どこの大学も似たようなＨＰコンテンツしかない。	

現状	

●併願率を向上させるために、様々な学科を知ってもらう必要がある。 
●「材料学科」など、高校生に馴染みのない学科も広報する必要がある。 
●高校生が満遍なく理解し、理科大側も公平に理工系の学問を伝えること 
　 のできる仕組みが必要。 
●他の大学が持っていないHPコンテンツを作る。 
　　（個人的にはWEBの持つ双方向性をできるだけ活かしたものにしたい。）	

課題	
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理科ナビの主な特徴と、利用ターゲット	

主な特徴	
・WEB上で学部・学科選びができるようにするもの	
・一定の情報を入力してもらい、その診断結果により、情報提供を行うという	
　双方向的な性格を持つもの	
・他の大学には全くない新しい仕組み	

対象	

タイプＡ	

志望分野（≒学部）は決まってい
るが、詳細はこれから	

タイプＢ	

志望学部・学科は良く分からな
いが、将来のあこがれ（イメー
ジ）はある	

タイプＣ	

何も分からない（断片的キー
ワードが拾える程度）	

学力は高いものの、自分の将来がまだ見えていない。	
キーワードがわかっても、なぜそこに辿りつくのか理解	
には至らない高校生。	

＝　近年の高校生に多く見られるタイプ	今回のターゲット	

今までのHPコンテンツや、冊子媒体で十分情報はとれる。	
（学科情報、研究室情報、RIDAI）	

理科ナビ　：　特徴・ターゲット（理科大受験生／受験意識層向け）	
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・併願率の向上	
　　本人の適性・指向にあった学科を複数提示することにより、本人が気づか	
　　なかったり、関心が低かった学科にも興味を持たせることができる。 
 
・理工系の学問の体系の理解促進 
　　理工系を目指している高校生が学問分野をわかりやすく捉えることができ 
　　る仕組み。また（理科大の）入試アドバイザーも理工系学問をうまく伝える 
　　ことができるようにする。	
	
・理科大サイト利用者の増加	
　　理科大の場合、理工系分野全体の紹介が可能である。他大で事例がない	
　　ため、これを進学相談会等でPRして活用をすすめることにより、理科大の	
　　サイト来訪者の増加を目指す。	
	
・資料請求者の増加	
　　本特設サイトに一定の効果があり、次段階へのステップアップが可能な	
　　場合、将来的にWEBでの診断結果は一部だけ見せるようにし、詳細に	
　　ついては郵送するという手法も検討できる。	

理科ナビ　：　狙った効果（目的）	
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・子供の頃から不況の中で育ってきたため、堅実	
・子供の頃からネットやケータイ文化に触れているデジタル世代	
・たくさんの情報からものごとを選ぶことに慣れている	

比較サイト・診断	
サイトに親和性が	
高い	

理科ナビ　：　コンテンツ内容の方向性の考え方（例） 

（当時の資料より）	

お借りしている資料なので、内部資料。	
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理科ナビ　：　実際のイメージ	
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理科ナビは進路選択の参考になりましたか？	

やや参考になった
69%

とても参考になっ
た
25%

あまり参考になら
なかった
4%

全く参考にならな
かった
2%

理科ナビ　：　簡易アンケート結果	

・分かりやすかった	
・心理テストのようで楽しかった	
・とても面白く参考になった	
・これまで自分が考えていたイメージと全く別の学部・学科 
　が出る点については、違った視点からみることができる 
　ため、かなりいいと思う。	
・まだこれが自分に合っているか分からないが、参考に 
　なった。	
・ 後にでるグラフが分かりやすかった。	
・適切でいて的確	
	
・詳しい診断結果がほしい	
	
・学科ページの説明が足りなかった	
・ 後のグラフの見方がよく分からなかった。	

フリーアンサー	

　・所属の学科が一番適性があると出たのは驚いたが、類似学科については近くに 
　  出なかった。このあたりは改良の余地がある（教員・学科主任）	
　・自分の学科が適性があると出た。（学生・物理）	
　・自分が考えなかった学科が結果として出た。でもやっている研究を考えると、少し 
　　近いかもしれないが。（学生・化学）	

トライアル実施者の声	
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理科ナビ　：　システムのミソ	

●システム化することにより、誰にでも使える。 
 
●制作業者＋分析業者を噛ませることにより、後任の人でも 
　 アップデート可能。 
　 キーワードの入れ替えだけというマイナーチェンジも可能。 
　 （現状、マイナーチェンジのみで運用） 
 
●独自システムのため、しばらくは他大学が真似できない。 
　 （いわゆるＷＥＢ制作会社だけではできないコンテンツ） 

 （学問の数値化に対するネガティブ意見は結果で納得してもらう）	

業者様の持ち込み企画だけでは他と同じことしかできません。 
どう＋αをするかはアイデア次第だと思っております。	
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女子高生向け理工系進路情報誌　：　当時の現状と課題	

女子高生向け	
理工系進路情報誌	

事例２	
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女子向け理工系進路情報誌　：　当時の現状と課題	

●女子高生の理工系進学が非常に少ない。 
●理工系を卒業した女子学生は就職先に重宝されている。 
●高校の現場では女子にどう理工系を進めていいか分からないという 
　 声がある。（進路指導で困っている）	

現状	

●女子高校生に理工系の世界を知ってもらう必要がある。 
●活躍するセンパイをもっと知ってもらう必要がある。 
●高校の進路指導の現場で、理工系をもっと進めてもらうツールが必要。	

課題	

この現状・課題を解決するためのツールとして、冊子を作ろう！！	
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女子向け理工系進路情報誌　：　制作のポイント	

全国的な取り組みにしたい	

どうすれば全国の大学を巻き込めるのか・・・。 
　・文科省・経産省からの応援メッセージの掲載 
　・いわゆるいい大学の取り込み 
　・理科大以外に主体的に作ってもらう。	

メディアに拾ってもらえるような取り組みにしたい	

広告費としての学内予算は限られている	

他の大学も巻き込む	

新しく、なおかつ話題性を豊富に	

学外の資金でもアテを探す	

理科大単独ではない広告冊子としての創刊。 
理科大からはアイデアを。見本等々、徹底的に協力。 

冊子を作るのはいいけど・・・	

ポイント 

１	

ポイント 

２	

一発で終わらせたくない	 継続的にできる体制の構築	
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女子向け理工系進路情報誌　：　制作のポイント	

身近なロールモデルと、将来のモデル。	

国立大学も巻き込んで。	

なりたい自分。	

◆学生・院生の研究内容や、私生活の 
　 紹介 
◆社会で活躍する理系出身女性の紹介	

◆モデルを撮影する一流カメラマンを 
　 起用 
◆魅力ある学生・院生をセレクト	

◆内閣府・文科省の後押しメッセージの 
　 ページの制作	
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女子向け理工系進路情報誌　：　制作のミソ	

●理科大だけで作らない。 

●広いムーブメントにすることで、マスコミ等にも取り上げてもらう。 
　 （雑誌制作会社は別でも、理科大としては）真似してもらって、結構。 

●女子だけを取り上げる こと 
　 に対する批判的な声は 
　 少なからずあるので、 
　 極力、知的なイメージ 
    も。でも、親しみやすさ 
　 も忘れずに。 

●理科大単独のオリジナル 
　 冊子にも「格安」で展開 
　 できた。 
 
　結果として、理工系に女子受験生がシフトすれば、理科大の受験生は 
　ほっといても増える。 

ではなく、	 こちら	

許諾を得ていない 
ので印刷等できず。	
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科学啓発イベント「こどもの理科大学」　：　当時の現状と課題	

科学啓発イベント 
「こどもの理科大学」 
「みんなの理科大学」	

事例３	
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科学啓発イベント「こどもの理科大学」　：　当時の現状と課題	

●教員がボランティア的に科学啓発活動をしている。 
●組織として対応できていないので、イベント自体もこぢんまりしている 
　 側面もある。 
●科学啓発のイベント自体は非常に好評で、地域でも望まれている。 
●葛飾キャンパスの開設の広報の一環で、さらに科学啓発イベントを 
　 増やしたい。	

現状	

●教員の負担を減らす必要がある。 
●省力しつつ、効果をあげる仕組みを作る必要がある。 
●イベント自体を広報して、盛り上げる必要がある。	

課題	

この現状・課題を変えるの仕組みができないか？？？	
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科学啓発イベント「こどもの理科大学」 　：　企画にあたって	

学園祭では実施されていた、学生達の発表。 
たまたま、見ていると・・・なにやら面白そうなブースが多い。 
　たとえば　：　天文研究部　自作プラネタリウムによる上映	

もっと広報活動に積極的に協力してもらおう！！ 
 
　・学内広報誌での取り組み紹介 
　・ＮＨＫ「すイエんサー」　新宿区にある保育園での上映の様子を取材してもらう 
　　　　　　　　　　　　　　　　（非常に好評で再放送も含め、5回も放送） 
　・資料館企画展「日食展」でのコラボ 
 
その1つとして、発表の場の提供という形で科学啓発イベントへの協力を依頼	

写真	
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科学啓発イベント「こどもの理科大学」 　：　イベント企画のミソ	

●ネーミングも重要。 
 
●面白そうに見える、興味をひくビジュアル化も重要。 
 
●広報で、自治体にも協力を依頼。教育委員会を通じ、区内小学校 
　 全校生徒宛にチラシを配布。 
 
●学生を主体的に活躍させる。（発表の場の提供） 
 
●学生の活用により、メディアへの露出の増加を図る。 
 
 
結果として、理科好きの子供が増えれば、将来、理科大の受験生は 
ほっといても増える。 
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科学啓発イベント「こどもの理科大学」 　：　イベント企画のミソ	

このイベントは広報課の中の生涯学習チームと広報チームのメンバーが連携して実施しています。私個人は 
初年度のイベントの企画立ち上げから実施、２年目以降は広報という側面で係わりました。今は女性職員が
中心となって、業務を推進しています。	

2年目より「みんなの理科大学」に	
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女子高生進路支援「マドンナプロジェクト」　：　当時の現状と課題	

女子高生進路支援	
「マドンナプロジェクト」	

事例４	

 小原はプロジェクト発足前、広報物の担当をしていましたが、女子学生向けの進路支援のパンフレット制作
にとどまっていました。当時の広報担当理事、広報課長などを中心に、マドンナプロジェクトを立ち上げられ、
一気に開花した取り組みです。ちなみに担当は広報課の女性職員です。	
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女子高生進路支援マドンナプロジェクト　：　当時の現状と課題	

現状	

●いくつかのセクションでばらばらとなっている業務をきちんと統合し、プロ 
　 ジェクトの推進組織を作り上げる。 
●補助金をきちんともらえるようなプログラム内容にする	

課題	

●女子高生の理工系進学が非常に少ない。 
●理工系を卒業した女子学生は就職先に重宝されている。 
●高校の現場では女子にどう理工系を進めていいか分からないという 声がある。 
　 （進路指導で困っている） 
●科学啓発のイベントは非常に好評 
●女子高生向けの進路支援はイベント（生涯学習）、広報（パンフレット） などを 
　 行うも、文科省の補助金事業には採択されず・・・	

 小原はプロジェクト発足前、広報物の担当をしていましたが、女子学生向けの進路支援のパンフレット制作
にとどまっていました。当時の広報担当理事、広報課長などを中心に、マドンナプロジェクトを立ち上げられ、
一気に開花した取り組みです。ちなみに担当は広報課の女性職員です。	
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女子高生進路支援マドンナプロジェクト　：　プロジェクト概要	

概要：女子中高生の理系進路選択の支援 
　　　　を行う事業。	

　　　　より多くの女子中高生の理系に対する 
　　　　意識を高め、理学のさらなる普及を 
　　　　目指した事業を「科学のマドンナ」 
　　　　プロジェクトとする。	

	

変遷：H18,19年度「ウーマンサイエンティスト体験講座」	

　　　　H20年度～「科学のマドンナ」プロジェクト	

　　　　H20年度　文部科学省「女子中高生の理系進路選択支援事業」	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採択	

　　　　H21年度　JST「女子中高生の理系進路選択支援事業」採択	

	

委員会：「科学のマドンナ」プロジェクト検討委員会	

　　　　　　現プロジェクトリーダー　松本和子准教授　（2人目）	
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女子高生進路支援マドンナプロジェクト　：　プロジェクト概要	

「春のマドンナ」プロジェクト	

　　　日程：4月下旬（土）午後　神楽坂キャンパス	

　　　参加対象：女子中高生およびその父母100名	

　　　内容：女性の理系技術者、研究者の講演会・ポスター発表	

	

「真夏のマドンナ」プロジェクト	

　　　日程：8月上旬　3泊4日　長万部キャンパス	

　　　参加対象：女子高校生40名、男子高校生20名、計：60名	

　　　内容：フィールドワーク、実験体験、学生寮体験	

	

「秋のマドンナ」プロジェクト	

　　　日程：11月下旬（日）終日　野田キャンパス	

　　　参加対象：女子中高生70名	

　　　内容：パネルディスカッション、実験体験	

 



Tokyo	  University	  of	  Science

Tokyo University of Science 

女子高生進路支援マドンナプロジェクト　：　アンケート結果より	

アンケート結果より	

【マドンナプロジェクトに参加したことで、理系に進みたいと思いましたか？】	

【「マドンナ」プロジェクトについて一言どうぞ。】	
　　　・「マドンナ」プロジェクトに参加して憧れの人ができ、自分の夢に確信を持つことができた。 
　　　　／今の私の糧になっている。／人生を変えてくれた。	
　　　・プロジェクトに参加できてよかった。（実験、フィールドワーク、友人ができたなど）	
　　　・進学先で、理系女子を増やそうと理科大のプロジェクトを参考に企画している。	

　　　　など、「マドンナ」プロジェクトに対するお礼多数。	
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女子高生進路支援マドンナプロジェクト　：　まとめ	

直接、担当していないので、細かいことまでは分からないものの・・・ 
 
　・新聞各紙でも取り上げられている。 
　・受験雑誌（蛍雪時代）でも特集が組まれた。 
　・近年は、募集を開始するとすぐ定員を充足する。 
　・実際にイベントに参加して、その後、理科大に入学している学生もいる。 
 
などという結果を見ると、学内だけではなく、学外からみても大成功している 
プロジェクトと言えるのではないか。	

写真	
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受験生	

受験生に影響を与える層 
（予備校・塾・高校・受験生父母）	

将来の受験生に影響を 
与える層 

（父母・同窓・地域の方）	

将来の受験生層	
大学紹介ＤＶＤ	

ホームカミングデイ	

サイエンス	
夢工房	

女性向けパンフ	

大学案内	
二部案内	

新聞・雑誌広告	

これまでの事例だけではなく、各ターゲットに向けて、様々な業務が比較的万遍なく行われ 
ている。　が！！ たくさんの業務が行われているが、あまり統一したイメージではない・・・。	

学内・在学生	

RIKARIKA 

公開講座	

学報	

科学啓発イベント 
	

Conscience 

低学年パンフ	

ホームページ	

資料館	

各ターゲットに向けた広報活動	

お付き合い	
広告	

受験雑誌	
広告	

出前授業	

予備校訪問	

高校訪問	

マドンナ 
プロジェクト	

ブランディング 
広告	
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ブランド統一のための取り組み	
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ブランドマークについての問題（2007年当時の資料より抜粋）	

　●大学から発信される様々な情報に付加されるマークやロゴに統一感がない。	

　●様々な制作物、サインボードの色に統一感がない。	
　●入試課の制作物、広報課の制作物が連動していない。	
この結果、受験生・一般、さらには学生にもロゴやイメージカラーが伝わっていない。	
	
	
 

受験生を含め、広く一般へのイメージ戦略のためには統一した色を使用していくことが非常に	
重要である。	
	
また学生・卒業生にも大学に対する帰属意識・愛着を感じるようにメッセージを発信してアイデ	
ンティティを醸成していく必要があり、そのためにはロゴやカラーが果たす影響は大きい。	

	
大学からのメッセージを統一し、内外にそのコンセプトを広めていくことにより、「理科大のブランド	
力向上」・「アイデンティティの醸成」をしていくことが重要ではないか？	

広報において、ブランドは大事ですが・・・	

　現実は、各部局のテーマカラーも統一されておらず、ロゴマークや、スクールカラーの運用 
　について、決まりも無かった。	
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本学の建物のサインボードは青系の色を使用したものが多い。特に旧来のものは水色のものが多い。	
入試センターは濃い青、2005年に施工されたMIPについては、エンジ色が使用されている。	

サインボード等の状況	

数年前の状況①　（当時の資料からの抜粋）	
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制作物の状況	

大学案内	 ホームページ	

その他の印刷物	

大学の顔とも言える「大学案内」は臙脂色をベース	
にしており（2006、2007）、ホームページも臙脂色	
ベースと、できるだけ連動した形をとっている。	
	
しかし、その他の制作物や、各学部・学科、または	

その他の組織が作った制作物については黒・緑・	
赤・茶系など様々なテーマカラーをもって制作され	
ており、統一感に欠ける。	

数年前の状況②　（当時の資料からの抜粋）	
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【理科大生によるイメージ】 
 
　　　東京理科大学のスクールカラーは何色だと思いますか？	

学生対象のアンケートを見ても、本学のイメージカラーにはバラツキがあることが伺える。特に在学生	
は良く目にするサインボードが青系のため、そのように認識することが多い。	

数年前の状況③　（当時の資料からの抜粋）	

内部データ	
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イメージ統一のための取り組みの例	

フィロソフィーカードの作成 

公式ＨＰのコンテンツの統一、統一の研究室ＨＰ	

名刺の統一フォーマットの作成	

他にも、学内広報誌での周知や、知財本部での商標管理など書き切れません・・・。 

ブランドとして統一した広報をするために様々なことを推進しました。	

部局の情報を大学案内の情報をもとに充実化してきた。また2007～2008年に全研究室の 
情報についても充実化。アルバイト学生の活用。	

広報課長の発案により実施。葛飾キャンパス開設の広報にあわせ、全学（教職員全員）で 
活用できるデザインフォーマットの作成。イントラにて公開。	

2008年から検討をはじめ、プロトタイプを作成するなどして、調整をはかるもなかなか進展 
せず。2012年、広報課職員が引き継ぎ、ほぼ完成。	

印刷物、ＨＰ等におけるスクールカラー、ロゴの取扱の統一 

徐々に広報課や、一部事務局で制作する印刷物でのイメージの統一。ＨＰは2005年の 
第4世代、2010年の第5世代と徐々にデザインを統一化。公式ＨＰのトップから遷移する 
部局オリジナルＨＰについてもできるだけイメージを統一してもらった。	
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統一の研究室ＨＰフォーマット。 低限のデータは、毎年制作するパンフ 
からデータを広報課で一括投入。システム自体も運用もかなりの部分で 
アルバイト学生を活用。	

イメージ統一のための取り組みの例	

新システムでは、「教員プロフィール」、	
「研究室紹介」、「研究室メンバー」、「論	
文・学会発表」、「研究室トピックス」、「ア	
クセス」などの情報が掲載可能。	
	

また研究テーマの写真掲載も可能に。 



Tokyo	  University	  of	  Science

Tokyo University of Science 

イメージ統一のための取り組みの課題	

ブランドポリシーの策定（検討段階まで）	

一方。 
東京理科大学について、 

「偏差値」、「大学基礎情報」 
以外の情報がなかなか入らない受験生にはどのようにブランド化を 
はかっていけばいいのでしょうか。 

どのマーク・色にもまだ親近感がない層へのブランド化はどうするのか？ 
（主に受験生、そして受験生に影響を与える一般層）	
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そこで、受験生だけには違った訴えかけをすることに・・・	

東京理科大学は125周年事業の一環で新しいコンセプトとして「Conscience」＝「良心」を掲げた。 
 
大学のロゴを除けば、『Conscience』というキーワードはかなり多くのものに使用されている。また	
「Conscience＝良心」というコンセプトには、そこから、多くのメッセージを引き出すことができる 
ということで、伝わりやすいようマーク化。 
 
Ｈ21年より入試セクション、広報セクションにおいて、対受験生向け広報で使用を開始した。	

良心を連想させ、なおかつ高校生に伝わりやすいキーワードとScienceで構成されています。	

ブランドイメージのための一例	
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Conscienceハートマークを使用した制作物など	
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受験生向け特設サイト	
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入試センターウィンドウデザイン	

ミソは「ガチガチにしない」こと。	
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広報課の組織と、仕事の進め方について	
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◆広報制作物	
　・大学案内	
　・二部大学案内	
　・学報	
　・学内広報誌「Conscience」	
　・大学紹介DVD 
　・過去問題（二部・C方式）	
　・リカリカ	
　・女子生徒向けパンフ	
	
◆ホームページ	

◆プレスリリース	
◆メディア対応	
	
◆広告	
　・新聞、雑誌	
　・受験媒体	
　・交通広告	
　・WEB広告	
	
◆入学者アンケート 
　 各種調査集計	
	
◆その他広報業務	

◆生涯学習	
　・公開講座 
　　（学外、学内）	
　・二村基金事業	
	
◆地域支援・科学啓発	
　・マドンナプロジェクト	
　・サイエンスフェア	
　・葛飾関連イベント	
　・サイエンスフェスタ	
　・まなびゲート	
　・サイエンス夢工房	
　　　　　　　　　　　　など	

この他、科学フォーラム、近代科学資料館関連業務など	

広報関連	 生涯学習関連	

広報課の主な業務	

法人としての広報、大学としての広報の双方を行っている。	
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広報担当理事、広報課長によるマネジメントにより、広報課で働く事務職員の 
仕事の取り組み方、意識が相当変化した。	

ここ数年の方針と戦略	

考えや意思決定を委員会等に依存しない	

悪しき伝統はぶち壊せ	

（当時の広報課員向けの資料より抜粋）	

経営に参画している意識を持て	

上記のような考えに基づき、規程の改正、委員会の改組等が行われ、日々の 
業務については広報担当理事直結で業務を推進する体制に。 
 
確かにリスクはある反面、「仕事のスピード」、「やりがい」などは格段に向上	

ただし、事務職員	

一人ひとりの	

リスクは高まる。	
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◆少ない投資で大きな広報効果を得る	
　・広告に頼らず、メディアを利用する	
　　プレスリリースなどを積極的に行うことにより、広告だけに頼らない広報活動を行う。	
   　（年間リリース 5本程度　→　2011年下期～2012年上期 　　本　掲載　　本）	
　・コストダウンを徹底する	
　　DVD制作費（前作に比べ1000万円以上のダウン）	
　　広告費（同出稿量換算で、数百万円単位のコストダウン）	
	

◆受験生だけにとらわれない広報活動の展開	
　・在学生向け広報媒体「リカリカ」	
　・小・中学生向けの科学啓発イベントの実施	
　・女子高校生向けの媒体の発行や、イベントの実施 
　・書籍を利用した広報活動	
	

◆マスコミ等との情報網の構築	
　・本学における記者懇談会や、マスコミ主催の勉強会における情報交換の実施	
　・報道取材、番組制作への協力	
　　→日経新聞による理事長取材や、NHKにおける本学学生の活動紹介など、	
　　　　数多くの掲載に結びついた。	

ここ数年の主な広報の方向性	
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◆学長を全面に出した広告	
　・インタビュー記事への露出展開および広告の実施	
　　新聞、受験雑誌、WEB広告など、各種の広告に藤嶋学長のインタビュー記事や、 
　　広告への出稿を増加。既存の広告等も、学長取材（無料）とセットであれば継続を 
　　行うなどの交渉を行うなどにより、学長が様々なメディアに露出するよう手配。	
	

◆葛飾キャンパス開設の告知やブランディング広告	
　・新聞一面広告	
　　通常広告のコストダウンで、葛飾キャンパス開設に係る新聞全面広告を展開	
　・受験雑誌	
　・交通広告 
　　東京スカイツリージャック（短期間）、秋葉原駅ジャック（短期間）、 
　　葛飾キャンパスに関わる各ターミナル駅に出稿、金町駅前に大型広告 
	

◆理科大の知名度が弱い地方への広告	
　・知名度が弱いエリアで広告出稿（知名度が弱いことへの対応） 
　　　　（★同輩職員の企画　←　広告賞も受賞） 
　 
◆おつきあい広告の出稿減	

ここ数年の広告の特徴	
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ここ数年で生み出されたもの（例）	

坊っちゃん焼き、光しょく梅丼 

学生向けフリーペーパー	

低学年向け冊子　理科の素	

学生も自分たちの情報がほしいとの調査結果が。 
もっと愛校心が持てるようにと、女子職員のアイデアにより、 
フリーペーパー創刊。 

理科をもっと好きになってもらうために。これも何人かの 
職員があつまって、企画を実現。 

広報課長のアイデアが形に。坊っちゃん焼きは、金型屋さん 
探しから。マスコミ等にも取り上げられる。	

坊っちゃん、マドンナちゃんの着ぐるみ 

（一部の）広報課員の念願。	

先にご紹介した理科ナビ、女子向け進路支援冊子の他にも、たくさんの 
ものが、事務職員発のアイデアで実現しています。	

しかし、京大の総長カレーなどは個人的には羨ましいと思っており、先日、２つ買ってしまいました・・・	

などなど、ご紹介しきれません。	
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企画立案から評価までデータを活用	

それぞれの大学について、知っていること、思い浮かぶことをどんなことでも構いませんので、一言ずつお書きください。 
（東京理科大学）　テキスト集合	

競合大学ベンチマーク調査イメージ	

調査の目的	
　・本学のコミニュケーションに対する実態把握	
　・大学選択意識の実態把握	
　・本学に対するブランド評価	
　・今後の本学のコミュニケーションに対しての調査	
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リクルートカレッジマネジメント調査の分析	
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周囲の人からの評
判がよい

20 15 11
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先輩・卒業生が魅力
的である
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2008年度 2009年度 2010年度

60.0%
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知名度 79.8% 92.3% 90.4% 92.6% 82.7% 83.0%

興味度 11.3% 10.0% 8.0% 8.5% 4.5% 1.7%

志願度 10.4% 8.4% 6.9% 7.6% 4.2% 1.3%

東京
理科
大学

早稲
田
大学

慶應
義塾
大学

明治
大学

中央
大学

上智
大学

企画立案から評価までデータを活用	

外部の調査でも十分、大学 
の位置づけを把握する 
材料に。	
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データ関連、印刷等できず。 
 
 
	

新入生アンケートイメージ	

企画立案から評価までデータを活用	

調査の目的	
　・受験に関する実態把握（併願・受験校選択）	
　・各媒体の利用率や、評価	
　・大学へのアプローチ状況把握	
　・競合校分析	
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広告業務1つをとっても、 
 

　・どういう広告を出せばよいのか？ 
　・どういう広告が受けるのか？ 
　・何に出稿すればいいのか？ 
 
経験だけではなく、データも活用することによって、 
より良いものを作りつつ、先述のリスクも回避する。	

企画立案から評価までデータを活用	

３年ほど前から個人的な興味から通学時間の調査なども始めました。すると、どこまでが各キャンパスの 
重点マーケットなのかも分かってきました。	
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・大学案内の学部・学科選びへの役立ち度 
・大学案内の情報・内容の難易度評価 
・大学案内に欲しい情報が掲載されていたか 

企画立案から評価までデータを活用	

・・・たとえば入学者アンケートからでも 
　　 分かることはあります。	

■大学案内（印刷物について）の例 

■ホームページの例	

コンテンツＡ	 コンテンツＢ	

広報は評価がしにくいですが	
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仕組みの例（HPを例に）	
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ＨＰの例：　リニューアル前　ここ数年の理大HP全体の運用（１）	

運用の方法	

・通常の運用コストは学内運用のため、格段に安い。（他大学は外部委託、専任者雇用等が多い）	

　本学ではハード面はシステム部が担当。更新作業については学生アルバイトなど	
　も活用しつつ、広報課で行っている。	
	
・ホームページは運用内規に基づき、当該情報を管轄する主管部署が、情報を	
　更新し、広報課で承認作業を行い、掲載を行っている。ただし、難しいところは 
　広報課がサポート。また、トップページや、　大学全体に関わる部分などは広報課 
　が管理し、更新を行っている。	

２００４年１２月に第３世代完成。その後、これまで同様、できるだけ学内で 
運用を行い、独自性とコストダウンに留意して運用を行う。	

学内運用のメリット	

　◆通常の運用コストは他大学に較べ「相当」低い。	

　◆コストダウンされた部分は、一部、コンテンツの拡充に利用。	
　◆RIDAI（研究者DB）と連携したHP情報など、学内の他のインフラを活用した	
　　 システムも制作	
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運用の方向性	

・他大学とは違ったコンテンツ	
　HPの仕組みより、掲載されているコンテンツのボリューム、独自性、	
　意外性などを意識して拡充してきた。	
	
・大学の様子が見えるコンテンツ	
　学生の声を取り上げるコンテンツや、写真を多用した情報などを	
　拡充した。また動画なども組み合わせたコンテンツを拡充した。	
	
・双方向性的な生活を持つコンテンツ	
　理科ナビなど中高生との双方向性的なコミュニケーションツール	
　は大学初の取り組み事例として、マスコミ等でも紹介された。	

システムのリニューアルは２０１０年で、それまではコンテンツを重視する！	

大学サイトランキング（ゴメス社）	
９０位	 ３０位	今まで本学に不利だった大学評価ランキング	

（2009.8発表）	

マドンナ、動画（大学紹介・学生制作・長万部）、サイエンスガールズ、理科ナビ・・・	

ＨＰの例：　リニューアル前　ここ数年の理大HP全体の運用（２）	
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○速報性がある	

○統一感ある作りになっている	

×動きのあるページが少ない	

×学生の写真などが少ない	

×トップページに情報が多すぎる	

△理科大ならではのコンテンツがない	

△デザインが落ち着いている、地味	

リニューアルで対応	

リニューアルで対応	

コンテンツ追加	

コンテンツ追加	

コンテンツ追加	

○対応がフレキシブル	

課題に対応すべきこととして・・・	
「リニューアル時に手を打つべきこと」と、「現在のホームページにコンテンツ	
を追加していくべきこと」に分けられる。	

ＨＰの例：　リニューアル前　当時のホームページの状況	
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制作していくべき新規コンテンツ	

●動きがあるコンテンツ	
	
●学生の顔がよく見えるコンテンツ	
	
●他大学にないコンテンツ	
	
●WEBならではのコンテンツ	

●動画・写真系コンテンツ	

　長万部動画、サイエンスガールズ、	

　（就職活動体験記）など。	
　・学生の生の声を使用する	

　・動画コンテンツをメインにする	

　・実際にいる学生の写真や映像を盛り込む	

　→オープンキャンパス以外に実際に見に	

　　行くことができない大学の様子をライブ感	

　　を持ってみてもらう。	

●診断系コンテンツ　　学部学科ナビゲーション	
　・他大学になかなか真似のできないオリジナルの仕組みをつくる	

　・インターネットならではの双方向性を持ったコンテンツにする	

　・東京理科大学ならではの特徴を持たせる　　　　　　　　　　　　　　　　　	

システムのリニューアルが可能なのは２０１０年であるならば、	
それまではコンテンツを重視する！	

ＨＰの例：　コンテンツの追加について	

承諾書が重要	
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ＨＰの例：　外から見た大学サイトの評価	

ゴメス社（2009年当時）ランキング項目資料より	
本学が力を置いていた部分	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
 

ランキングのみにこだわらず、独自性や、	
本来的に中高生にとって必要なコンテンツを	

拡充することに努めてきた。	

2010年度のリニューアルの際は、	

独自性を保ちつつ、一定の	
アクセシビリティをもつものにしたい。	
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１.アクセシビリティの向上
２.デザインとシステムの統一化とページ幅の拡大（1024対応）
３.各種大学サイトランキングでの向上
４.標準化への準拠（ソースエラーの0化）
５.携帯への変換システムの継続（現行と同じ要件をもった仕組）

その他、必要に応じて新しい機能や取り組みの追加など

Ａ.東京理科大学を目指す学生への強み訴求と理解促進
Ｂ.更新負荷（人・金）の軽減およびクオリティの維持
Ｃ.新規のアクセスユーザの獲得

リニューアル要件

リニューアルによって、目指す方向性

ＨＰの例：　リニューアルの方向性	

2010年に日本語ホームページを第４世代にリニューアル	

各部局のオリジナルページを除いた約6500ページが対象	

　　※オリジナルは除くといっても、公式コンテンツにも各部局の情報を掲載 

第４世代でＣＭＳは入れない。ＨＰは「広報課で面倒をみる」という決意。 
（さらに分からないところはシステム部が助けてくれてますが・・・） 
ＣＭＳはイントラで導入されたところ。さらに学内教育が進んでから。 

重要	
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ＨＰの例：　ホームページ運営の視点	

「閲覧者がみやすい」　ホームページとは？ 

日本人が見やすい色	

どこから外部サイト？	

インデックス型（日本型）？　or 　トピックス型（米国型）？	

	

管理のしやすさより、「閲覧者のみやすさ」	

その上で、管理しやすさを追及。 
（例）ＰＣホームページの携帯・スマホページへの自動反映システムの導入 
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　　　　　　　　　　資料は以上です。 
 
 
ご協力いただきました皆様ありがとうございました。またビジュアル等をご提供 
いただきました皆様にも感謝申し上げます。 


